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S-netを用いた東北日本前弧海域下のS波スプリッティング解析

Shear wave splitting east off NE Japan based on the S-net data
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　東北日本前弧海域下の地震波速度異方性をS波スプリッティングデータ解析により推定した。データは，防

災科学技術研究所による日本海溝海底地震津波観測網（S-net）で収録された2016年8月から2018年10月の

421個のプレート境界地震を用いた。このプレート境界地震の判定には，防災科学技術研究所の広帯域地震観

測網（F-net）によるメカニズム解を用いた。速いS波の振動方向および速いS波と遅いS 波との時間差は波形相

関法により推定した。なお，解析に用いる地震は，観測点からみて鉛直下向きから35°の範囲に限定した。推

定の結果，千葉県沖から北海道東方沖にかけて，速いS波の振動は海溝と平行な方向を持つ傾向が見られ

た。これは，先行研究による前弧陸域の結果と同様である。このような前弧海域下の地震波速度異方性の原因

としては，Bタイプかんらん石の流動直交方向の速い地震波速度や前弧上盤での現在の応力場や過去の構造発

達過程に起因するクラックの選択配向などが考えられる。 
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